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Abstract 
The spherodization of pearlite of six carbon steels containing O.03-0.85%C by the thermal 
cycling below Ad were investigated by the mod日edpoint counting method. After the thermal 
cycling， the dimension and density of specimens were measured. The specimen of solid bars 
10 mm in diameter were subjected to a repetition of salt bath heating and water cooling. The 
period of the thermal cycle was 5 minutes and maximum heating temp巴ratur巴 was690oC. The 
results obtained are summerized as follows: 
(1) The rate of spherodizat削 1of pearlite by the thermal cycling was increased by decreasing 
。fcarbon contents 
(2) The length and density of specimens decreased by the thermal cycling. The rate of 


























書写 I---~-r Si ~ I :~l 成 PT E lfff 
Fe** I 0.03 0.01 0.04 0.03 0.016 
S15C 0.09 0.23 。.44 0.010 0.009 
S25C 0.26 0.28 0.42 0.015 0.008 
S35C 0.38 0.25 0.67 0.020 0.013 
S55C 0.55 0.29 0.66 0.009 0.022 
SK5 0.85 0.33 0.41 0.020 0.015 





































































片の浸漬による塩浴の温度降下を防ぐ、ため，塩浴の容量は著しく大きく (80"x 500 mm) した。




であろう。熱サイクルの加熱時間は 53sec，保持時間は 247secであった。 加熱速度は熱サイ







































(i) 層状パーライト (P) 層状のパーライトセメンタイト(長径/短径>3)および分
解不能の微細パーライト
(i) フェライト: (F) 初析フェライトおよびパーライトフェライト
(ii) 粒状セメンタイト: (c) ノζーライトコロニーおよび初析フェライト中の 0.5ヤ(視野
でlmm)以上の粒状セメンタイトヲおよび短い棒状(長径/
短径<3)のパーライトセメンタイト
(iv) 微粒セメンタイト (cf) 初析フェライトに析出している 0.59μ以下の球状析出物
パーライトの粒状化の程度は粒状化率，Sph(%)を下式により定義し，計算した。








ないが，原組織のノ4ーライト量と C量はほぼ直線的 C 量 (0/0)
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ている。 }I[崎等の実験8)では 0.16roC鋼の場合の密度の減少率は 200サイクル後で、約1%程
度である。筆者の 0.03%C鋼の密度の減少率は 100サイクルで 3%程度である。 この減少量
は原組織の体積の 0.82%におよぶ空洞が生じているか 10-2程度の過剰空孔が存在すること


































(昭和411f.1O月 18日， 日本金属学会昭和41年度秋季(第 59回，尼崎)大会にて講演)
(昭和44年4月23日受理)
文献
1) Coffin， L. F: Trans. ASME， 76， 931 (1954) 
2) 日本材料学会疲労部門委員会研究報告: 材料， 13， 554 (1963). 
3) Radeker， W: Stahl u Eisen， 74， 924 (1954) 
4) 渡辺・柴崎: 材料， 12， 599 (1963). 
(367) 
974 三浦寛
5) 三浦・大内: 日本金属学会誌， 30， 361 (1966). 
6) 三浦・ 日本金属学会誌， 31， 964 (1967). 
7) 三浦. 日本金属学会誌， 31， 970 (1967)ー
8) 川崎・笹川・相沢: 材料試験， 10， 215 (1961) 
9) 川崎・笹川・相沢・薄井: 材料試験， 11， 1お (1962).
10) 例えば，佐藤・矢i鳴: 欽と鋼， 36， 543 (1950). 
11) Whiteley，]. H: JISI， 97， 353 (1918). 
12) 佐藤・西沢: 日本金属学会誌， 20， 51 (1956). 
13) 三浦: 日本金属学会，昭和44年度春期(第 64回・東京)大会にて講演，講演概要集， 196 (1969). 
14) 日本金属学会・ 金属便覧， 510 (1952) 
15) 高村・田畑. 金属物理， 2， 197 (1956). 
16) Takamura. J: Acta Met， 9， 547 (1961) 
、17) Seitz. F: Adv， in Physics， 1， 43 (1952). 
18) Mott. N. F: Phil， Mag. 43， 1151 (1952) 
(3品8)
